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Ｑ
：
土
地
貸
付
収
入
未
済
額
３
０
２
万
円
余
の
内
容
は
。

Ａ
：
宅
地
貸
付
け
、
滞
納
者
４
人
。
１
人
は
す
ぐ
は
支
払

え
ず
今
後
徐
々
に
返
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
ま
た

生
活
保
護
受
給
者
で
回
収
困
難
の
方
も
い
る
。
去
年
制

定
さ
れ
た
条
例
も
踏
ま
え
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
明
け
渡
し
請
求
等
も
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
居
住
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
本
人
や
家
族
の
状
況
等

も
確
認
し
な
が
ら
、
現
状
を
踏
ま
え
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
衛
生
費
雑
入
未
済
額
38
万
円
余
の
内
容
は
。

Ａ
：
霊
園
の
収
入
未
済
。
令
和
3
年
度
ま
で
の
過
年
度
分

が
２
５
２
件
28
万
３
７
２
０
円
、
令
和
4
年
度
分
が
84

件
９
万
９
４
１
０
円
。

Ｑ
：
各
区
自
治
会
補
助
金
が
前
年
度
比
約
５
０
０
万
円
増

と
な
っ
て
い
る
要
因
は
。

Ａ
：
各
区
書
記
の
給
与
基
本
給
を
14
万
円
か
ら
16
万
円
に

増
額
、
社
会
保
険
料
に
つ
い
て
も
町
が
負
担
し
て
お
り
、

そ
の
分
の
増
で
あ
る
。

Ｑ
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
料
、
管
理
費
委
託
料

が
各
区
で
異
な
る
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
：
指
定
管
理
料
の
算
定
は
光
熱
水
費
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
保
守
料
、
あ
る
い
は
消
防
点
検
の
費
用
と
な
っ
て
い

る
。
光
熱
水
費
は
各
施
設
の
大
き
さ
、使
用
状
況
に
よ
っ

て
変
わ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
有
無
で
保
守
料
金
が
変

わ
る
の
で
、
金
額
が
異
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
：
第
二
種
区
域
防
音
住
宅
空
調
機
器
稼
働
費
補
助
金
の
当
初

予
算
よ
り
決
算
額
が
少
な
い
理
由
と
補
助
金
交
付
件
数
は
。

Ａ
：
当
初
、
対
象
二
種
区
域
の
全
７
０
０
世
帯
余
り
を
対
象

と
し
て
、
限
度
額
１
万
円
の
７
０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し

た
が
１
月
の
申
請
件
数
を
基
に
補
正
減
。
今
回
は
１
０
１

件
の
交
付
で
、
金
額
は
94
万
２
７
３
３
円
と
な
っ
て
い
る
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
多
少
煩
雑
で
あ
り
、
簡
素
化
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

Ｑ
：
人
口
減
少
対
策
住
環
境
整
備
検
討
業
務
委
託
料

１
０
３
２
万
円
余
の
内
容
は
。

Ａ
：
密
接
道
路
地
域
の
現
地
調
査
と
い
う
こ
と
で
先
進
地

を
訪
れ
内
容
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
住
民
が
ど
ん
な
土

地
を
所
有
し
て
い
る
か
、
周
辺
の
土
地
の
利
活
用
を
相

談
で
き
る
よ
う
な
不
動
産
会
社
と
連
携
し
て
、
官
民
共

同
で
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
く
た
め
の
住
ま
い
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
必
要
性
も
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
、
町
内
及
び
中
部
内
の
宅
建
関
係
事
業
者
と

の
情
報
交
換
や
公
共
用
地
・
民
間
用
地
の
利
活
用
も
含

め
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
：
生
ご
み
堆
肥
化
実
証
実
験
委
託
料
の
委
託
先
業
者
及
び
結
果
は
。

Ａ
：
委
託
事
業
者
は
共
和
化
工
株
式
会
社
沖
縄
営
業
所
。

今
回
、
町
民
に
協
力
い
た
だ
き
生
ご
み
を
収
集
し
こ
れ

を
琉
球
大
学
で
検
証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。
収
集
し

た
生
ご
み
は
合
計
で
３
１
４
５
袋
、
３
１
７
０
キ
ロ
の

生
ご
み
を
収
集
。
回
収
率
15
・
4
％
。
琉
球
大
学
で
堆

肥
に
し
、
そ
の
効
能
を
実
証
実
験
中
で
あ
る
。

Ｑ
：
社
交
飲
食
業
相
談
体
制
支
援
事
業
補
助
金
１
４
８
万

円
余
の
内
容
は
。

Ａ
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
社

交
業
飲
食
業
組
合
活
動
に
必
要
な
財
源
確
保
が
困
難
な

状
況
が
あ
り
、
各
種
事
業
の
実
施
や
社
交
業
飲
食
業
を

営
む
業
者
か
ら
の
相
談
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
組
合

に
補
助
金
を
拠
出
し
て
い
る
。

Ｑ
：
嘉
手
納
町
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
委
託
料

１
１
２
０
万
円
余
の
内
容
及
び
成
果
は
。

Ａ
：
令
和
４
年
度
は
幕
張
・
東
京
ド
ー
ム
・
岡
山
等
合
計

４
回
本
土
の
展
示
会
、
旅
行
博
へ
出
向
い
た
。
そ
の
成

果
も
あ
り
、
展
示
会
等
に
参
加
し
た
ツ
ー
リ
ス
ト
経
由

や
学
校
の
関
係
者
が
道
の
駅
に
訪
ね
て
き
て
い
る
。
嘉

手
納
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
な
か
で
徐
々
に
で
は
あ

る
が
認
知
度
が
上
が
り
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
開
け
て
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
め
た
客
が
増
え
て
い
る
状
況
。

Ｑ
：
旧
軍
飛
行
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
調
査
委
託
料

９
７
６
万
円
余
の
内
容
は
。

Ａ
：
旧
軍
飛
行
場
関
係
で
期
成
会
が
あ
り
、
同
会
が
保
有

し
て
い
る
莫
大
な
資
料
の
整
理
を
３
年
度
か
ら
４
年
度

に
か
け
て
調
査
し
、
報
告
書
を
作
成
し
た
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　議会がチェック！　議会がチェック！ ９月定例会９月定例会
　

令
和
5
年
第
27
回
9
月
定
例
会
が
9

月
5
日
か
ら
26
日
の
日
程
で
開
催
し
た
。

本
定
例
会
で
は
令
和
４
年
度
決
算
認
定

（
一
般
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
３
特
別

会
計
）
及
び
令
和
５
年
度
補
正
予
算
５

件
を
含
む
議
案
18
件
、
報
告
３
件
を
可

決
し
た
。

町道82号線（漁港から比謝川自然体験センターまでの道路工事完了）
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借金（町債）返済のために
（公債費）

１人あたり　2万6126円

消防費として
（消防費）

１人あたり　2万3404円

議会運営や議員報酬などの
ために（議会費）

１人あたり　1万407円

農林水産業のために
（農林水産業費）

１人あたり　2150円

教育や文化・スポーツ振
興のために（教育費）

１人あたり　16万9197円

商業や観光振興のために
（商工費）

１人あたり　4万5430円

道路や住宅整備やその管
理のために（土木費）

１人あたり　15万5922円

予防接種やごみ処理、健康
増進のために（衛生費）

１人あたり　4万9032円

計画推進、防災、選挙、
徴税のために（総務費）

１人あたり　9万2927円

子ども、お年寄り、障が
い者のために（民生費）

１人あたり　27万8685円

令和４年度　令和４年度　町の支出（歳出）町の支出（歳出）

令和４年度　令和４年度　町の収入（歳入）町の収入（歳入）

町民１人あたり年間約91万円使われました。

町民１人あたり年間約94万円収入がありました。

※下記以外にも使われた費用があるため、１人あたりに使われた金額と
目的別使用額の総計とは異なります。

会　計　名 令和4年度 差引差額収入済額 支出済額
一 般 会 計 122億5384万円 118億1114万円 4億4270万円
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 19億5465万円 19億1538万円 3927万円
下 水 道 事 業 3億5708万円 3億  689万円 5019万円
後 期 高 齢 者 医 療 2億7050万円 2億6910万円 139万円

水 道 事 業 会 計 3億9887万円 3億4642万円 5244万円

令和 4 年度　令和 4 年度　決算額決算額（１万円未満を切り捨てているため、差額に誤差があります）（１万円未満を切り捨てているため、差額に誤差があります）

※水道事業会計には資本的収入及び支出の金額は含まれておりません。

収入済額 122122億億53845384万円万円

支出済額 118118億億11141114万円万円

予算は適切に使われたか、予算は適切に使われたか、令和４年度決算令和４年度決算

79億7350万円
65.1％

42億8034万円
34.9％

自主財源
依存財源

嘉手納町議会だより
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議案 件名
議
決
結
果

議
決
月
日

賛
成
者
数

反
対
者
数

嵩
　
原
　
妙
　
子

福
　
地
　
義
　
広

仲
　
村
　
　
　
一

志
喜
屋
　
孝
　
也

花
　
城
　
勝
　
男

宇
榮
原
　
京
　
一

古
　
謝
　
友
　
義

安
　
森
　
盛
　
雄

新
　
垣
　
貴
　
人

照
　
屋
　
唯
和
男

當
　
山
　
　
　
均

金
　
城
　
利
　
幸

奥
　
間
　
常
　
明

田
　
崎
　
博
　
美

石
　
嶺
　
邦
　
雄

仲
村
渠
　
兼
　
栄

議案第14号 令和5年度嘉手納町一般会計補正予算（第4号） 可決 9/11 12 1 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 欠 〇 -

認定第１号 令和4年度嘉手納町一般会計
歳入歳出決算認定について 認定 9/26 13 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 退 〇 -

議案第20号 嘉手納町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 可決 9/26 13 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × 〇 〇 -

議案第21号 嘉手納町下水道条例の一部を改正する条例について 可決 9/26 13 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 × 〇 〇 -

賛否が分かれた主な議案賛否が分かれた主な議案（令和５年第２7回定例会）（令和５年第２7回定例会）

「○」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「退」：退席　「早」：早退　　議長は賛否同数以外は採決に加わらないので「-」で表示。

　
嘉
手
納
基
地
に
常
駐
配
備
さ
れ
て

い
る
Ｆ
15
戦
闘
機
の
段
階
的
退
役
に

伴
い
、
Ｆ
35
Ａ
及
び
Ｆ
15
Ｅ
戦
闘
機

等
が
巡
回
配
備
さ
れ
、
嘉
手
納
基
地

周
辺
で
は
米
軍
機
か
ら
発
生
す
る
騒

音
が
激
化
し
て
い
る
。

　
町
の
測
定
調
査
に
よ
る
と
、
屋
良

局
で
約
２・
１
倍
、
嘉
手
納
局
約
１
・

８
倍
、
兼
久
局
約
２・
２
倍
、
ロ
ー

タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
局
約
２
倍
と
町
全
域

で
騒
音
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
悪
臭
被
害
を
訴
え
る
声
も

相
次
ぐ
な
ど
、
米
軍
の
傍
若
無
人
な

基
地
運
用
は
受
忍
限
度
を
は
る
か
に

超
え
て
お
り
、
我
慢
に
我
慢
を
重
ね

て
き
た
町
民
の
怒
り
は
頂
点
に
達
し

つ
つ
あ
る
。
よ
っ
て
、
嘉
手
納
町
議

会
は
町
民
の
生
命
、
安
全
及
び
健
康

で
平
穏
な
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
、

嘉
手
納
基
地
に
お
け
る
米
軍
機
の
騒

音
激
化
に
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
下
記
事
項
の
速
や
か
な
実
現
を
図

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

1　
嘉
手
納
基
地
へ
の
外
来
機
の
飛

来
を
禁
止
す
る
こ
と
。

2　
「
嘉
手
納
飛
行
場
に
お
け
る
航

空
機
騒
音
規
制
措
置
」
を
遵
守
す

る
こ
と
。

3　
パ
パ
ル
ー
プ
の
使
用
を
即
刻
停

止
し
、
今
後
一
切
の
使
用
を
禁
止

す
る
こ
と
。

4　
嘉
手
納
基
地
に
お
け
る
負
担
軽

減
（
嘉
手
納
に
お
け
る
更
な
る
騒

音
軽
減
）
に
基
づ
き
、
町
民
が
実

感
で
き
る
有
効
な
対
策
を
早
急
に

講
じ
る
こ
と
。

外務省沖縄事務所へ要請

沖縄防衛局へ要請

沖縄県へ要請

嘉
手
納
基
地
に
お
け
る

嘉
手
納
基
地
に
お
け
る

　
米
軍
機
の
騒
音
激
化
に
厳
重
に
抗
議
す
る
意
見
書
・
決
議

　
米
軍
機
の
騒
音
激
化
に
厳
重
に
抗
議
す
る
意
見
書
・
決
議

　
　
令
和
５
年
７
月
19
日　
発
議
２
・
３
号

嘉手納町議会だより
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第 27 回 9 月定例会において、嘉手納町水道料金の改正が原案可決されました。
これにより、私たちの暮らしへの影響はどう変わるのか？

水道料金 下水道料金
1人世帯
月約7㎥使用の場合

（月額）650円→715円
　　　   月65円、年間780円増

（月額）450円→495円
　　　   月45円、年間540円増

3人世帯
月約20㎥使用の場合

（月額）1840円→2024円
　　　    月184円、年間2208円増

（月額）1000円→1100円
　　　    月100円、年間1200円増

5人世帯
月約35㎥使用の場合

（月額）3515円→3866円
　　　    月351円、年間4212円増

（月額）1850円→2035円
　　　    月185円、年間2220円増

◆議案第 20 号　嘉手納町水道事業給水条例の一部改正について

◆議案第 21号　嘉手納町下水道条例の一部を改正する条例について

◆議案第 22 号　町道路線の変更について（町道埋立 2 号線）

◆議案第 23 号　町道路線の変更について（町道埋立 14 号線）

◆議案第 24 号　町道の全部廃止について（町道埋立 16 号線）

１，経　　緯　水道料金に係る消費税相当額は町が負担し、町民サービスを図ってきた。消費税分の
財源としては、主に基地からの給水収益である施設提供対価料で賄ってきたが、近年、
その施設提供対価料の減少により、経営状況が厳しくなっている。令和４年度決算にお
いては、純損失となる赤字となった。

２，議案概要　消費税を外税として転嫁し、水道料金収入を10％増にすることにより、健全な経営を
維持するため、給水条例の一部を改正する。（令和６年４月１日適用）

１，経　　緯　下水道料金に係る消費税相当額は町が負担し、町民サービスを図ってきた。消費税の
財源としては、主に基地分下水道使用料で賄ってきたが、近年、その基地分下水道使用
料の減少により、経営状況が厳しくなっている。下水道基金については、過去５年で約
１億円の減となっている。この状況が続くとあと２～３年で基金は０となる見込みである。

２，議案概要　消費税を外税として転嫁し、下水道料金収入を10％増にすることにより、健全な経営
を維持するため、下水道条例の一部を改正する。（令和６年４月１日適用）

消費税転嫁後の町民負担額

議案第22号～24号原案可決！

路線名 起　　　点 延長終　　　点

町道埋立2号線
変更前 字兼久85番36 841ｍ水釜六丁目373番473
変更後 字兼久85番90 652ｍ水釜六丁目373番473

路線名 起　　　点 延長終　　　点

町道埋立14号線
変更前 字兼久85番27 430ｍ字兼久91番1
変更後 字兼久85番58 204ｍ字兼久91番1

路線名 起　　　　点 終　　　点
町道埋立16号線 嘉手納町字兼久85番42 嘉手納町字兼久85番36

事業位置図事業位置図

町道埋立２号線

町道埋立14号線

町道埋立16号線

※水道料金は、県内で2番目に安く、下水道料金は県内で1番目に安い。

嘉手納町議会だより
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第26回　臨時会第26回　臨時会　主な議案一覧　主な議案一覧

第27回　定例会第27回　定例会　主な議案一覧　主な議案一覧

令和4年度令和4年度　政務活動費収支報告　政務活動費収支報告

◆令和 4 年度　政務活動費収支総括表◆令和 4 年度　政務活動費収支総括表

議員名 交付額計
支　　出

支出計 残　高
調査研究費 研修費 要請陳情等

活動費 会議費 資料作成費 資料購入費 事務費

嵩原　妙子 180,000 111,298 0 0 0 800 0 10,000 122,098 57,902

福地　義広 180,000 0 60,000 0 0 16,131 3,797 1,100 81,028 98,972

仲村　　一 180,000 0 0 0 0 0 0 8,490 8,490 171,510

志喜屋孝也 180,000 0 62,000 0 0 0 1,000 31,373 94,373 85,627

花城　勝男 180,000 111,298 0 0 0 0 33,616 10,000 154,914 25,086

宇榮原京一 180,000 118,278 3,640 0 0 5,445 33,616 2,950 163,929 16,071

古謝　友義 180,000 113,258 0 0 0 2,420 33,616 0 149,294 30,706

安森　盛雄 180,000 111,298 0 0 3,720 0 20,795 2,266 138,079 41,921

新垣　貴人 180,000 110,260 7,225 0 0 0 1,000 0 118,485 61,515

照屋唯和男 180,000 113,218 0 0 0 0 22,644 7,254 143,116 36,884

當山　　均 180,000 0 0 6,600 0 10,791 1,000 7,399 25,790 154,210

金城　利幸 180,000 0 62,000 0 0 0 1,000 12,426 75,426 104,574

奥間　常明 180,000 194,438 0 0 0 0 0 0 194,438 0

田崎　博美 180,000 0 0 0 0 75,000 102,564 0 177,564 2,436

石嶺　邦雄 180,000 0 62,000 0 0 0 9,972 8,073 80,045 99,955

仲村渠兼栄 180,000 0 0 0 7,700 0 76,278 30,999 114,977 65,023

2,880,000 983,346 256,865 6,600 11,420 110,587 340,898 132,330 1,842,046 1,052,392

　地方自治法及び嘉手納町議会政務活動費の交付に関する条例に
基づき、議員が町政の課題や町民の意思を把握し、町政に反映さ
せる活動等に要する経費に対して交付されます。

【1月あたり1万５千円交付】

　残余がある場合、残額は町へ返還されま
す。また、交付総額より支出が多い場合は
自己負担となります。

政務活動費とは政務活動費とは 返還返還

件　　名 議決結果

第３保育所旧園舎解体工事請負契約について 原案可決

財産の取得について（第３保育所備品購入） 原案可決

件　　名 議決結果

水釜第二町営住宅建設工事（建築）（電気設備）（機械設備）請負契約について 原案可決

嘉手納公園再整備工事請負契約について 原案可決

総合福祉センター改修工事（建築）（機械設備）請負契約について 原案可決

嘉手納町議会だより

2023年（令和5年）／11月 第186号2023年（令和5年）／11月 第186号 6



題字：照屋 唯和男 議員

14人の議員が一般質問14人の議員が一般質問
花　城　勝　男 花　城　勝　男 ････････････････････････････････････････････ Ｐ８Ｐ８
コミュニティスクールを問うコミュニティスクールを問う

金　城　利　幸 金　城　利　幸 ････････････････････････････････････････････Ｐ９Ｐ９
防錆整備格納庫問題の町民の問に防錆整備格納庫問題の町民の問に
當山町長の説明を求める當山町長の説明を求める

古　謝　友　義 古　謝　友　義 ････････････････････････････････････････Ｐ１０Ｐ１０
災害に強いまちづくりについて災害に強いまちづくりについて

仲　村　　　一 仲　村　　　一 ････････････････････････････････････････Ｐ１１Ｐ１１
定住促進事業を問う定住促進事業を問う

安　森　盛　雄 安　森　盛　雄 ････････････････････････････････････････Ｐ１２Ｐ１２
嘉手納町北区再開発ビル建設について問う嘉手納町北区再開発ビル建設について問う

石　嶺　邦　雄 石　嶺　邦　雄 ････････････････････････････････････････Ｐ１３Ｐ１３
今後の台風対策は今後の台風対策は

福　地　義　広 福　地　義　広 ････････････････････････････････････････Ｐ１４Ｐ１４
嘉手納基地パパループ内への嘉手納基地パパループ内への
防錆整備格納庫建設計画について防錆整備格納庫建設計画について

志喜屋　孝　也 志喜屋　孝　也 ････････････････････････････････････････Ｐ１５Ｐ１５
町民の健康管理を問う町民の健康管理を問う

當　山　　　均 當　山　　　均 ････････････････････････････････････････Ｐ１６Ｐ１６
町内飲食社交業界の活性化のためにも、町内飲食社交業界の活性化のためにも、
町内タクシー夜勤乗務員確保に向け支援を町内タクシー夜勤乗務員確保に向け支援を

新　垣　貴　人 新　垣　貴　人 ････････････････････････････････････････Ｐ１７Ｐ１７
スクールロイヤー制度を導入し問題の未然防止を図れスクールロイヤー制度を導入し問題の未然防止を図れ

嵩　原　妙　子 嵩　原　妙　子 ････････････････････････････････････････Ｐ１８Ｐ１８
町営団地の災害対策について問う町営団地の災害対策について問う

奥　間　常　明 奥　間　常　明 ････････････････････････････････････････Ｐ１９Ｐ１９
台風６号の被害状況について台風６号の被害状況について

宇榮原　京　一 宇榮原　京　一 ･･････････････････････････････････････ Ｐ２０Ｐ２０
ふるさと納税の現状はふるさと納税の現状は

田　崎　博　美 田　崎　博　美 ････････････････････････････････････････Ｐ２１Ｐ２１
空き家対策特別措置法について空き家対策特別措置法について

（質問順）
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
問
う

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
目
的

と
運
営
の
概
要
は
。

教
育
指
導
課
主
幹 

令
和
４
年
１
月
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
導
入
。

目
的
は
環
境
が
複
雑
化
、
多
様
化
す

る
中
、
学
校
の
目
標
や
課
題
を
地
域

と
共
有
し
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一

体
と
な
り
各
学
校
づ
く
り
を
推
進
す

る
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
。
学
校

と
地
域
を
つ
な
ぐ
各
地
域
学
校
協
働

活
動
推
進
員
を
１
名
ず
つ
配
置
。

問
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
学
校
運

営
協
議
会
が
承
認
す
る
役
割
か
。

教
育
指
導
課
主
幹 

①
校
長
が
作
成
し

た
学
校
運
営
の
基
本
方
針
を
承
認
す

る
②
学
校
運
営
に
つ
い
て
教
育
委
員

会
ま
た
は
校
長
に
意
見
を
述
べ
る
③

教
職
員
の
任
用
に
関
し
て
教
育
委
員

会
規
則
の
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
る
④
学
校
運
営
協
議
会
が
校
長
の

基
本
方
針
を
承
認
す
る
形
を
取
っ
て

い
る
。
但
し
、
学
校
経
営
の
最
高
責

任
者
は
校
長
先
生
で
あ
る
。

問
①
放
課
後
学
習
支
援
塾
事
業
②
土

曜
体
験
、
交
流
及
び
学
習
活
動
塾
事

業
と
し
て
、
運
営
費
含
め
て
各
々
約

１
、０
０
０
万
円
の
予
算
で
学
習
支
援

活
動
塾
事
業
を
導
入
す
る
考
え
は
。

社
会
教
育
課
長 

現
在
①
放
課
後
子
ど

も
教
室
を
開
催
②
地
域
の
方
と
の
交

流
や
宿
題
等
の
学
習
に
取
り
組
む
③

学
習
等
共
用
施
設
で
各
種
芸
能
の
体

験
教
室
を
開
催
④
今
年
度
は
両
小
学

校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
実
施
。
議
員

紹
介
の
事
例
も
参
考
に
地
域
の
方
々

に
協
力
を
い
た
だ
き
地
域
の
状
況
に

合
わ
せ
た
取
組
を
継
続
し
て
実
施
。

自
動
運
転
バ
ス(
電
気
自
動
車)

と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
住
宅
事
業
で
人
口
増
を

問
う

問
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業
に
加
え
て
自
動
運
転
バ
ス

導
入
の
検
討
は
。
ま
た
、
電
気
自
動

車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、
ガ
ソ
リ
ン
車

を
含
め
て
、
10
人
乗
り
や
29
人
乗
り

の
巡
回
バ
ス
の
検
討
は
。

企
画
財
政
課
長 

公
共
交
通
空
白
地

帯
、
交
通
弱
者
対
応
、
免
許
返
納
者

へ
の
対
応
等
は
今
後
策
定
予
定
の
地

域
公
共
交
通
計
画
の
中
で
最
も
効
果

的
で
あ
る
施
策
を
検
討
し
た
い
。
議

員
提
案
の
自
動
運
転
バ
ス
も
実
現
可

能
な
の
か
検
討
し
た
い
。

問
定
住
促
進
事
業
助
成
事
業
に
加
え

て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
住
宅
事
業
の
導
入
の
検

討
は
。

企
画
財
政
課
長 

人
口
減
少
問
題
は
喫

緊
の
課
題
。
議
員
提
案
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

お
け
る
住
宅
施
策
は
民
間
活
力
を
活

用
し
た
近
年
の
新
た
な
手
法
で
あ

り
、
調
査
研
究
を
し
た
い
。

問
水
釜
県
営
住
宅
横
の
旧
製
糖
工
場

跡
地
の
民
間
法
人
が
所
有
す
る
土
地

を
嘉
手
納
町
行
政
が
購
入
し
、
人
口

増
対
策
と
し
て
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
有

効
活
用
が
出
来
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長 
令
和
４
年
度
に
実
施

し
た
嘉
手
納
町
人
口
減
少
対
策
住
環

境
検
討
業
務
で
、
議
員
提
案
の
当
該

用
地
に
つ
い
て
住
宅
需
要
は
高
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
土
地
所
有
者
と
の

交
渉
が
発
生
し
事
業
期
間
が
長
期
に

及
ぶ
事
を
推
測
。
土
地
所
有
者
と
調

整
を
行
い
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
し
た
い
。

老
人
福
祉
計
画
を
問
う

問
①
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

施
設
９
名
用
の
民
間
公
募
計
画
は
。

②
地
域
密
着
型
特
定
入
居
者
介
護
施

設(

対
象
は
要
介
護
１
～
要
介
護
５

で
29
名
以
下
施
設)

の
計
画
は
。

福
祉
課
長 

①
認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
施
設
の
施
設
整
備
の
公
募
は

実
施
予
定
。
②
に
つ
い
て
は
、
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和
６
年

～
令
和
８
年
）
に
施
設
整
備
公
募
の

方
針
は
諸
課
題
が
あ
り
、
現
在
は
考

え
て
い
な
い
。

堺町は乗車料金無料で自動運転バス運行！

比謝川自然体験センター

旧製糖工場跡地約２千坪の購入で住宅地に！

花城 勝男
詳しくは動画をCheck→
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次
の
ペ
ー
ジ
も

町
に
考
え
を
聞
く
‼
　
一
般
質
問

古
謝
友
義
・
仲
村
一

 

防
錆
整
備
格
納
庫
問
題
の
町
民
の

問
に
當
山
町
長
の
説
明
を
求
め
る

問
本
事
案
に
係
る
當
山
町
長
の
「
新

聞
報
道
」や「
広
報
か
で
な
８
月
号
」

で
町
民
各
位
の
問
い
合
わ
せ
が
続
い

て
い
る
。
町
長
と
議
会
で
の
説
明
に

つ
い
て
は
応
答
し
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
の
町
長
と
関
係
各
所
と
の
状
況

内
容
は
承
知
し
て
い
な
い
為
、
議
員

の
責
務
と
し
て
町
民
か
ら
の
問
に
つ

い
て
當
山
町
長
の
説
明
を
求
め
る
。

①
「
方
針
を
極
端
に
変
え
た
つ
も
り

は
な
い
。
容
認
で
き
な
い
立
場
は
変

わ
ら
な
い
」
と
の
意
志
の
説
明
。

町
長 

国
が
施
設
の
安
全
性
等
を
確
認

し
た
結
論
を
否
定
し
計
画
の
見
直
し

を
求
め
続
け
る
こ
と
は
困
難
。
し
か

し
払
拭
さ
れ
な
い
不
安
が
あ
る
限
り

町
と
し
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。基
本
的
に
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。

問
②
町
長
の
町
や
町
民
の
利
益
を
最

優
先
に
総
合
的
に
考
え
た
判
断
と
は
。

町
長 

日
米
の
確
認
さ
れ
た
結
論
等
は

否
定
で
き
な
い
。
住
民
に
影
響
を
及

ぼ
す
事
故
や
問
題
が
発
生
し
な
い
よ

う
万
全
な
措
置
を
確
実
か
つ
継
続
的

に
講
じ
る
こ
と
が
町
民
の
利
益
に
資

す
る
と
考
え
る
。

問
③
町
長
か
ら
町
民
向
け
へ
の
広
報

誌
な
ど
の
手
法
だ
け
で
は
町
民
の
思

い
や
意
見
、
反
応
な
ど
が
反
映
さ
れ

ず
双
方
向
性
と
し
て
不
透
明
で
は
。

町
長 

施
設
に
反
対
す
る
町
民
の
思
い

は
一
定
の
理
解
は
す
る
。
一
方
で
町

行
政
は
現
状
を
踏
ま
え
、
物
事
を
判

断
す
る
立
場
が
あ
る
。
町
に
と
っ
て

一
番
何
が
有
益
か
を
踏
ま
え
て
行
動

す
る
。
今
回
の
要
請
行
動
の
中
で
も

町
民
の
意
見
に
も
触
れ
て
き
た
。

問
④
議
会
で
は
国
の
安
全
説
明
を
裏

付
け
る
岩
国
基
地
（
山
口
県
）
の
同

種
格
納
庫
施
設
の
確
認
視
察
を
予
定

し
て
い
る
。町
と
し
て
現
場
確
認
は
。

町
長 

町
と
し
て
も
同
施
設
の
視
察
を

検
討
し
た
い
。

町
道
39
号
線
の
要
所
に
ハ
ン
プ
や

路
面
標
示
（
文
字
・
図
柄
）
で
交

通
事
故
防
止
対
策
強
化
を

問
町
道
39
号
線
沿
い
（
南
区
の
朝
汐

理
髪
店
か
ら
元
水
釜
交
番
付
近
）
の

住
民
の
方
か
ら
の
交
通
事
故
防
止
対

策
強
化
を
求
め
る
要
請
へ
の
対
応

を
。
本
町
道
で
は
朝
夕
時
、
特
に
朝

の
通
勤
、通
学
の
時
間
帯
に
、ス
ピ
ー

ド
を
出
す
車
両
が
多
く
、
行
政
も
周

知
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
本
町
道
の
要
所
に
ハ
ン
プ
や
路
面

標
示
（
文
字
・
図
柄
）
で
交
通
事
故

防
止
対
策
強
化
を
。

都
市
建
設
課
長 

文
字
、
着
色
、
外
側

線
、
白
線
な
ど
は
町
の
道
路
管
理
者

で
対
応
可
能
。
横
断
歩
道
、
停
止
線
、

黄
色
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
は
公
安
委

員
会
の
管
轄
。
自
治
会
や
警
察
、
消

防
な
ど
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
効
果
的
な
検
証
し
対
応
を
し
た
い
。

問
近
年
、
嘉
手
納
町
内
で
は
各
適
所

に
お
い
て
路
面
標
示
が
施
さ
れ
て
お

り
、先
進
地
と
認
識
す
る
。
現
状
は
。

都
市
建
設
課
長 

嘉
手
納
警
察
署
と
の

連
携
で
取
り
組
ん
だ
朝
汐
理
容
室
付

近
の
交
差
点
の
路
面
標
示
や
ハ
ン
プ

の
設
置
が
嘉
手
納
警
察
署
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、
近
隣
市
町
村
か

ら
の
視
察
要
望
も
あ
っ
た
と
の
事
。

町
道
の
安
全
対
策
実
施
済
交
差
点

の
効
果
検
証
と
再
確
認
を

問
こ
れ
ま
で
４
件
の
町
内
交
差
点
の

安
全
確
保
・
改
善
を
提
起
。
町
当
局

の
適
時
・
迅
速
な
対
応
の
成
果
に
改

め
て
感
謝
し
た
い
。
事
故
件
数
に
つ

い
て
は
平
成
25
年
か
ら
令
和
３
年
10

月
ま
で
の
報
告
は
受
け
て
い
る
。
今

回
は
39
号
線
を
含
め
て
５
件
に
つ
い

て
令
和
元
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
の

件
数
内
容
を
伺
い
検
証
し
た
い
。

都
市
建
設
課
長 

５
件
の
町
道
・
交
差

点
の
事
故
状
況
は
別
表
の
通
り
。

（注）　太数字　町内事故多発交差点
年度

場所
H
25

H
26

H
27

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

元水釜交番 11 20 6 8 6 5 7 1

水釜ふく薬品 9 3 0 2 0 1 2 0

道の駅三叉路 61 67 5 17 7 10 3 0

町役場・58号 5 6 6 1 0

水釜通り39号 2 5 4 7 1

（注）表記物損事故数の他、人身事故数１件/年①②
　　　　①元水釜交番：R４年　②39号：R２年～R５年

岩国基地

詳しくは動画をCheck→

金城 利幸

嘉手納町議会だより

2023年（令和5年）／11月 第186号2023年（令和5年）／11月 第186号9



災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

問
西
浜
区
の
一
部
地
域
で
停
電
が
発

生
し
、
そ
れ
が
原
因
で
断
水
ま
で
引

き
起
こ
し
た
。
今
後
の
対
策
は
考
え

て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長 

一
部
の
共
用
部
の
み

直
結
給
水
方
式
を
検
討
す
る
。

問
こ
の
地
域
は
こ
れ
ま
で
も
同
様
な

こ
と
が
起
き
て
い
る
。
無
電
柱
化
を

早
期
に
実
施
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長 

無
電
柱
化
は
優
先
順

位
を
決
め
て
い
て
、
一
般
道
は
時
間

を
要
す
る
。

問
建
て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
る
水

釜
第
二
町
営
住
宅
は
オ
ー
ル
電
化
の

設
計
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
停

電
対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長 

４
階
集
会
室
は
水
道

直
結
方
式
、
電
気
は
外
部
か
ら
の
発

電
機
で
対
応
す
る
。

問
土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再

開
発
事
業
等
を
推
進
し
て
い
く
と
し

て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
地
域

を
指
し
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長 

２
番
地
以
外
で
も
密

集
市
街
地
が
あ
る
。

問
市
街
地
の
再
開
発
に
お
い
て
、
建

築
物
の
共
同
化
を
促
進
す
る
と
し
て

い
る
が
、
国
土
交
通
省
が
補
助
す
る

優
良
建
築
物
等
整
備
事
業
の
こ
と
か
。

都
市
建
設
課
長 

国
土
交
通
省
の
補
助

メ
ニ
ュ
ー
で
は
な
い
。

問
町
道
73
号
線
（
イ
ユ
ミ
ー
バ
ン
タ

通
り
）
の
外
灯
は
台
風
や
大
雨
の
た

び
に
停
電
を
起
こ
し
復
旧
に
時
間
を

要
し
て
い
る
。
抜
本
的
な
解
決
方
法

は
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長 
今
回
は
器
具
の
故
障

が
原
因
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
者
と
検

討
す
る
。

問
町
道
73
号
線
（
イ
ユ
ミ
ー
バ
ン
タ

通
り
）
は
近
年
交
通
量
の
増
加
に
よ

り
道
路
の
陥
没
等
が
目
立
っ
て
き
て

い
る
。
大
型
観
光
バ
ス
等
が
利
用
し

て
お
り
、
早
急
の
改
善
が
必
要
と
思

う
が
、
計
画
に
入
っ
て
い
る
か
。

都
市
建
設
課
長 

沈
降
箇
所
の
修
繕
等

を
検
討
す
る
。

問
漁
港
は
海
上
交
通
ル
ー
ト
に
よ
る

避
難
、
救
助
及
び
輸
送
を
行
う
上

で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
し
て

い
る
が
、
台
風
に
よ
る
流
木
等
が
散

乱
し
て
漁
業
や
カ
ヤ
ッ
ク
事
業
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。
早
急
の
撤
去

は
で
き
な
い
か
。

産
業
環
境
課
長 

県
の
費
用
で
３
週
間

後
に
す
べ
て
か
た
ず
け
た
。

問
台
風
６
号
の
影
響
で
、
農
業
に
多

大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
実
態

把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

産
業
環
境
課
長 

被
害
は
把
握
し
て
い

る
。

問
農
家
へ
の
被
害
補
償
は
考
え
て
い

る
か
。

産
業
環
境
課
長 

農
家
の
み
に
被
害
補

償
は
考
え
て
い
な
い
。

問
平
山
畜
産
団
地
の
フ
ェ
ン
ス
が
倒

壊
し
て
い
る
。
早
急
の
復
旧
は
考
え

て
い
る
か
。

産
業
環
境
課
長 

業
者
へ
の
修
繕
を
発

注
済
み
。

各
区
の
エ
イ
サ
ー
を
支
援
せ
よ

問
エ
イ
サ
ー
で
使
う
太
鼓
の
バ
チ
に

つ
い
て
「
ゆ
う
な
」
の
木
の
植
栽
を

提
案
し
た
が
、
場
所
を
選
定
し
て
調

査
研
究
す
る
と
回
答
が
あ
っ
た
が
、

進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

社
会
教
育
課
長 

バ
チ
購
入
の
要
望
が

な
い
こ
と
か
ら
「
ゆ
う
な
」
の
木
の

植
栽
を
行
う
計
画
は
持
っ
て
い
な

い
。

問
太
鼓
の
バ
チ
購
入
の
要
望
が
な
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
い
ま
だ
に
要
望

は
な
い
の
か
。

社
会
教
育
課
長 

こ
れ
ま
で
に
太
鼓
の

バ
チ
購
入
の
要
望
が
な
い
。

問
各
区
の
エ
イ
サ
ー
隊
に
助
成
金
は

ま
だ
考
え
て
い
な
い
の
か
。

社
会
教
育
課
長 

助
成
金
に
つ
い
て
は

各
区
エ
イ
サ
ー
の
道
ジ
ュ
ネ
ー
で
の

寄
付
金
か
ら
の
割
り
当
て
で
活
動
費

が
賄
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
支
給
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

台風による流木等が散乱している漁港

古謝 友義
詳しくは動画をCheck→
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次
の
ペ
ー
ジ
も

町
に
考
え
を
聞
く
‼
　
一
般
質
問

安
森
盛
雄
・
石
嶺
邦
雄

定
住
促
進
事
業
を
問
う

問
定
住
促
進
事
業
は
令
和
３
年
度
に

一
旦
終
了
し
た
が
、
令
和
４
年
に
再

ス
タ
ー
ト
し
た
。
三
つ
の
柱
が
あ
る

が
事
業
内
容
は
。

都
市
建
設
課
長 

①
新
築
住
宅
等
取
得

補
助
金
は
５
年
間
以
上
定
住
す
る
事

が
条
件
で
一
戸
建
て
は
延
べ
床
面
積

50
㎡
以
上
で
50
万
円
、
賃
貸
住
宅
は

延
べ
床
面
積
40
㎡
以
上
が
30
万
円
の

補
助
。（
上
限
３
０
０
万
円
は
廃
止
）

②
建
物
除
去
補
助
金
は
建
築
す
る
た

め
の
除
去
が
対
象
で
除
去
費
用
の
半

額
、
上
限
30
万
円
の
補
助
。

③
定
住
促
進
奨
励
金
は
固
定
資
産
税

減
額
措
置
と
な
る
額
を
奨
励
金
と
し

て
補
助
（
毎
年
申
請
が
必
要
）。

問
新
築
住
宅
等
取
得
補
助
金
の
一
戸

建
て
50
㎡
、
賃
貸
住
宅
40
㎡
の
要
件

を
緩
和
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長 

定
住
促
進
事
業
の
要

綱
を
定
め
た
際
、
奨
励
金
等
の
関
係

か
ら
規
約
を
定
め
て
い
る
。

問
密
集
地
で
の
建
替
え
、
一
人
暮
ら

し
用
の
賃
貸
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
）
等
の

場
合
は
該
当
し
な
い
建
物
も
出
る
と

思
う
が
緩
和
は
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長 

夫
婦
と
子
供
世
帯
が

増
え
る
た
め
の
定
住
促
進
事
業
な
の

で
ご
理
解
願
い
た
い
。

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
接
種
費
補
助
を

問
前
回
の
答
弁
で
は
国
・
県
・
近
隣

市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
県
内

で
も
今
年
の
４
月
か
ら
座
間
味
村
が

経
費
の
二
分
の
一・
一
人
に
対
し
て

二
回
ま
で
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
本
町
で
も
補
助
で
き
な
い
か
。

町
民
保
険
課
長 

座
間
味
村
・
南
大
東

村
が
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る

の
は
承
知
し
て
い
る
。
人
に
う
つ

る
感
染
症
で
は
な
い
こ
と
か
ら
現

時
点
で
予
防
接
種
法
の
定
め
る
定
期

接
種
の
対
象
で
は
な
く
、
任
意
接
種

に
な
っ
て
い
る
。
国
の
動
向
を
注
視

し
、
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

今
後
の
無
電
柱
化
計
画
は

問
県
内
で
は
２
０
２
１
年
度
か
ら

２
０
２
５
年
度
に
か
け
て
97
キ
ロ
強

の
計
画
を
し
て
い
る
と
聞
く
。
全
国

で
は
半
額
負
担
だ
が
沖
縄
県
に
お
い

て
は
８
割
が
国
か
ら
補
助
が
受
け
ら

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
町
内
の
今

後
の
無
電
柱
化
の
計
画
は
。

都
市
建
設
課
長 

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
無
電

柱
化
推
進
協
議
会
で
承
認
さ
れ
て
い

る
の
が
字
嘉
手
納
２
番
地
地
区
の
密

集
市
街
地
区
内
の
路
線
。
そ
の
ほ
か

水
釜
大
木
線
・
道
の
駅
か
で
な
周
辺

の
久
得
牧
原
線
及
び
町
道
92
号
線
・

町
道
１
０
０
号
線
の
一
部
が
優
先
順

位
の
高
い
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
財

源
に
つ
い
て
も
国
土
交
通
省
の
補
助

事
業
や
防
衛
関
連
補
助
事
業
も
調
査

研
究
し
て
い
く
。

墓
事
情
を
問
う

問
令
和
元
年
に
共
同
墓
・
合
葬
式
墓

の
提
言
を
行
っ
た
。
そ
の
時
点
で
は

那
覇
市
・
浦
添
市
・
久
米
島
町
の
三

か
所
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
北
中
城
村

も
で
き
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
嘉
手

納
霊
園
応
募
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
望
ま
れ
る
形
態
を
検
討
す
る

と
答
弁
さ
れ
て
い
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
は
。

産
業
環
境
課
長 

75
名
の
方
か
ら
回
答

を
受
け
52
％
の
方
々
が
共
同
墓
も
墓

選
び
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
も
よ

い
と
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

問
合
葬
式
墓
の
で
き
る
敷
地
面
積
は

あ
る
の
か
、
合
葬
式
墓
を
造
る
予
定

は
あ
る
の
か
。

産
業
環
境
課
長 

墓
地
整
備
計
画
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
計
画
が
令
和
６
年
度
い
っ

ぱ
い
で
終
わ
り
、
次
期
計
画
が
令
和

７
年
度
か
ら
に
な
る
の
で
策
定
の
中

で
合
葬
式
も
含
め
た
形
で
考
え
て
い

き
た
い
。

他市町村の合葬式墓

仲村 一
詳しくは動画をCheck→
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嘉
手
納
町
北
区
再
開
発
ビ
ル
建
設

に
つ
い
て
問
う

問
本
町
は
こ
れ
ま
で
に
第
5
次
に
わ

た
る
嘉
手
納
町
総
合
計
画
、
嘉
手
納

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
嘉

手
納
町
都
市
計
画
を
策
定
し
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
6
月
8
日
に
嘉
手
納
町
北

区
再
開
発
ビ
ル
建
設
協
議
会
が
設
立

さ
れ
、
當
山
町
長
へ
７
月
６
日
に
報

告
が
な
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

役
場
応
接
室
に
お
い

て
嘉
手
納
町
北
区
再
開
発
ビ
ル
建
設

協
議
会
よ
り
ロ
ー
タ
リ
ー
西
地
区

に
お
け
る
優
良
建
築
物
等
整
備
事

業
に
関
す
る
要
望
が
あ
っ
た
。
行
政

だ
け
で
の
課
題
解
決
は
厳
し
く
、
今

後
は
民
間
協
力
も
踏
ま
え
た
推
進
及

び
運
用
が
必
要
と
考
え
る
。
民
間
事

業
者
が
主
体
と
な
り
行
政
と
の
協
働

の
下
、
町
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
た
い

と
考
え
る
。
町
長
よ
り
具
体
的
に
は

こ
れ
か
ら
な
の
で
、
行
政
が
何
を
し

た
ら
い
い
の
か
、
補
助
金
的
に
は
ど

れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
な
ど
、
情
報

収
集
を
行
う
よ
う
指
示
を
受
け
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
県
で
も

事
例
が
な
く
関
係
機
関
で
あ
る
沖
縄

県
、
沖
縄
総
合
事
務
局
と
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
6
月
8
日
の
協
議
会
設
立
に
は
多

く
の
関
係
者
が
北
区
公
民
館
に
集
ま

り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
真
剣

に
将
来
の
町
づ
く
り
を
考
え
、
町
民

主
役
の
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

中
で
、
町
民
か
ら
声
が
上
が
り
、
町

づ
く
り
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
今

こ
そ
、 

町
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
っ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
今
一
度
町
長
の
思
い

を
伺
う
。

町
長 

こ
の
事
業
は
県
内
で
も
例
が
な

い
と
い
う
事
で
、
具
体
的
な
内
容
が

把
握
で
き
て
い
な
い
。
町
が
ど
の
よ

う
な
関
り
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど

う
い
う
支
出
が
あ
る
の
か
、
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
。
確
か
に
民
間
主
導

で
そ
う
し
た
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
我
々
に
と
っ
て
も
、
町
づ

く
り
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
で
あ

り
、
支
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
担
当
課
に
は
調
査
研
究
す

る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
こ
の
事
業
に
は
、
私
も
関
心
を

持
っ
て
い
る
。

観
光
協
会
を
問
う

問
新
町
通
り
で
エ
イ
サ
ー
大
会
が
開

か
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

産
業
環
境
課
長 

安
全
の
確
保
が
で
き

な
い
こ
と
や
事
務
局
の
事
務
負
担
が

増
加
す
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
新
町

通
り
で
は
な
く
道
の
駅
か
で
な
で
の

開
催
を
実
行
委
員
会
で
決
定
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
新
町
通
り
で
の
開
催

を
望
ん
で
い
る
声
も
聞
い
て
い
る
の

で
次
年
度
以
降
、
運
営
の
外
部
発
注

な
ど
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
手
法

で
あ
れ
ば
従
来
の
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り

が
開
催
で
き
る
の
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
観
光
協
会
の
実
績
と
職
員
の
現
状

は
。

産
業
環
境
課
長 

令
和
４
年
度
の
実
績

と
し
て
、
道
の
駅
の
指
定
管
理
業
務

や
町
発
注
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
受
託
し
て
い
る
。
職
員
に
お

い
て
は
８
月
末
に
事
務
局
長
が
退
職

し
、
現
在
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

第１回北区再開発協議会

詳しくは動画をCheck→
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次
の
ペ
ー
ジ
も

町
に
考
え
を
聞
く
‼
　
一
般
質
問

福
地
義
広
・
志
喜
屋
孝
也

 

今
後
の
台
風
対
策
は

問
今
回
の
台
風
６
号
の
影
響
に
よ
っ

て
、
県
内
の
広
範
囲
で
停
電
が
発
生

し
て
お
り
、
沖
縄
県
に
お
い
て
34
市

町
村
に
災
害
救
助
法
の
適
用
を
決
定

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
異
例
の
進
路

を
た
ど
り
、
５
日
間
に
わ
た
っ
て
沖

縄
周
辺
に
留
ま
っ
て
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
が
今
回
の
被
害
状
況
は
ど

の
程
度
把
握
し
て
い
る
か
。（
停
電・

断
水
・
雨
漏
り
・
浸
水
な
ど
）

総
務
課
長 

町
全
体
で
数
日
間
停
電
が

発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、
停
電
に
よ

る
断
水
が
町
民
住
宅
、
水
釜
高
層
、

ネ
ー
ブ
ル
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
発
生

し
て
お
り
、
住
居
に
関
す
る
被
害
で

は
一
部
損
壊
や
雨
漏
り
が
９
件
、
道

路
上
へ
の
高
架
水
槽
落
下
が
１
件
、

倉
庫
の
損
壊
・
倒
壊
等
が
２
件
、
車

両
の
一
部
損
壊
が
２
件
、
そ
の
他
、

公
共
施
設
18
施
設
に
お
い
て
施
設
の

一
部
損
壊
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

問
停
電
の
世
帯
数
は
。（
地
域
別
・

何
日
で
復
旧
）

総
務
課
長 

沖
縄
電
力
の
公
表
し
て
い

る
内
容
で
は
、
町
内
ほ
ぼ
全
域
に
お

い
て
、
最
大
１
３
５
０
世
帯
の
停
電

が
発
生
、
８
月
４
日
に
は
一
旦
、
復

旧
し
た
が
、
再
度
接
近
し
た
８
月
５

日
の
午
前
中
に
は
水
釜
地
域
で
再
び

停
電
が
発
生
し
、
最
大
で
８
７
０
世

帯
で
翌
日
ま
で
停
電
が
続
い
た
と
確

認
し
て
い
る
。

問
今
回
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
嘉
手
納
町
は

ど
の
よ
う
な
部
分
で
国
や
県
か
ら
補

助
を
う
け
る
の
か
。

総
務
課
長 
今
回
、
本
町
に
お
い
て
は

そ
れ
に
該
当
す
る
程
度
の
被
害
は
発

生
し
て
い
な
い
。
し
か
し
申
請
希
望

の
問
合
せ
の
際
、
県
か
ら
も
「
被
災

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
空
振
り
を
恐

れ
ず
申
請
を
」
と
の
意
見
も
あ
り
、

ま
た
本
町
と
し
て
も
災
害
に
対
す
る

備
え
の
意
識
は
重
要
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
今
回
の
よ
う
な
事
態
と

な
っ
た
場
合
は
同
様
な
対
応
を
心
が

け
た
い
。

問
今
回
、
避
難
所
に
は
何
名
の
町
民

が
避
難
し
た
か
。
ま
た
、
避
難
所
は

ど
の
よ
う
な
環
境
で
あ
っ
た
か
。

総
務
課
長 

役
場
庁
舎
へ
の
避
難
が
８

月
１
日
か
ら
３
日
は
８
世
帯
８
人
、

８
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
が
11
世
帯

20
人
、
８
月
５
日
か
ら
６
日
ま
で
西

浜
区
コ
ミ
セ
ン
へ
の
避
難
が
３
世
帯

３
人
と
な
っ
て
い
る
。
避
難
所
で
は

各
世
帯
ご
と
に
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
希
望
者
に
は

簡
易
ベ
ッ
ド
を
配
置
し
て
停
電
時
も

空
調
は
稼
働
し
て
い
た
。

問
今
回
、
屋
良
団
地
、
水
釜
高
層
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
水
道
ポ
ン
プ
用
の

共
用
部
分
の
電
源
を
停
電
時
に
自
家

発
電
な
ど
の
緊
急
用
の
電
源
は
確
保

で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長 

今
回
の
台
風
に
よ
る

停
電
に
よ
り
、
高
架
水
槽
へ
の
揚
水

ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
こ
と
に
よ
り
、

断
水
が
発
生
し
て
お
り
、
今
後
は
一

部
の
共
用
部
の
み
直
結
給
水
方
式
へ

変
更
で
き
な
い
か
、
ま
た
、
他
の
対

策
と
し
て
発
電
機
等
の
設
置
が
考
え

ら
れ
る
が
、
既
存
設
備
と
の
互
換
性

を
確
認
し
た
上
で
購
入
、
リ
ー
ス
、

設
置
場
所
の
検
討
を
し
、
効
果
的
な

対
策
を
検
討
す
る
。

問
今
回
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
合
間
の
暴
風

域
が
抜
け
た
木
曜
日
、
燃
え
る
ご
み

の
日
で
回
収
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
時
焼
却
場
の
方
も
停
電
で
受
入

れ
で
き
ず
、
野
球
場
の
駐
車
場
に
仮

置
き
し
て
か
ら
、
台
風
明
け
に
処
分

し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
台
風
が

戻
っ
て
く
る
の
も
予
想
さ
れ
る
中
、

緊
急
放
送
で
ご
み
出
し
ス
ト
ッ
プ
な

ど
の
周
知
は
で
き
な
か
っ
た
か
。

産
業
環
境
課
長 

長
時
間
の
停
電
に
よ

る
生
ご
み
の
大
量
発
生
な
ど
も
懸
念

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
世
帯
の
衛
生

環
境
の
保
全
を
考
え
、
令
和
３
年
３

月
に
策
定
し
た
防
災
廃
棄
物
処
理
計

画
に
て
定
め
た
仮
置
き
場
を
活
用
し

て
対
応
し
た
。

問
今
回
、
停
電
世
帯
に
シ
ャ
ワ
ー
の

無
料
開
放
な
ど
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

総
務
課
長 

過
去
に
は
運
動
施
設
の

シ
ャ
ワ
ー
を
開
放
し
た
経
緯
は
あ
る

が
、
今
回
は
開
放
に
至
る
状
況
で
は

な
く
、
携
帯
電
話
の
充
電
に
係
る
要

望
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、
充
電
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
を
行
っ
た
。

停
電
に
よ
り
仮
置
き
さ
れ
た
回
収
ご
み

石嶺 邦雄
詳しくは動画をCheck→
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嘉
手
納
基
地
パ
パ
ル
ー
プ
内
へ
の

防
錆
整
備
格
納
庫
建
設
計
画
に
つ

い
て

問
本
問
題
に
つ
い
て
、
前
議
会
で

町
長
は
住
民
説
明
会
は
開
催
し
な

い
と
答
弁
し
た
が
、
広
報
か
で
な

２
０
２
３
年
８
月
号
に
再
度
説
明
文

を
掲
載
し
た
。
そ
の
意
図
は
。

町
長 

県
知
事
等
関
係
各
所
へ
の
説
明

経
過
に
つ
き
町
民
へ
の
報
告
、
併
せ

て
町
の
考
え
方
を
広
く
伝
え
、
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
掲
載
し
た
。

問
行
政
懇
談
会
で
質
問
が
あ
っ
た
場

合
に
は
き
ち
ん
と
説
明
す
る
の
か
。

町
長 

行
政
懇
談
会
は
各
行
政
区
の
課

題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
の
場
で
時

間
的
な
制
約
は
あ
る
が
質
疑
や
意
見

等
が
あ
れ
ば
説
明
は
可
能
で
あ
る
。

問
行
政
懇
談
会
の
予
定
は
。

総
務
課
長 

10
月
中
旬
か
ら
11
月
に
か

け
て
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

問
防
錆
整
備
格
納
庫
建
設
は
新
た
な

基
地
負
担
に
な
る
と
危
惧
す
る
。
町

長
の
お
考
え
は
。

町
長 

町
は
こ
れ
ま
で
現
状
の
基
地
被

害
の
大
幅
軽
減
を
求
め
て
要
請
等
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
基
地
機
能
の
強

化
や
新
た
な
施
設
等
の
整
備
が
町
民

へ
の
基
地
被
害
の
増
加
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
基
本
的

に
反
対
の
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
。
防

錆
整
備
格
納
庫
は
、
日
米
協
議
の
結

果
、
施
設
の
内
容
や
作
業
内
容
、
安

全
対
策
等
を
踏
ま
え
、
安
全
な
施
設

で
あ
る
と
国
が
確
認
し
て
お
り
、
抱

い
て
い
た
施
設
の
安
全
性
等
に
対
す

る
町
の
懸
念
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ

た
。
加
え
て
日
米
協
議
で
確
認
さ
れ

た
当
該
施
設
の
適
正
な
運
用
や
安
全

性
等
の
確
保
が
確
実
継
続
的
に
講
じ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
基
地
被
害
の

発
生
は
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
同
施
設
は
野
球
場
の
広
さ
で
高
さ

30
メ
ー
ト
ル
、
一
般
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
11
階
建
て
に
相
当
す
る
巨
大
施
設

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
基
地
機
能
強
化
、

基
地
負
担
の
増
加
に
な
ら
な
い
の
か
。

町
長 

こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
日
米

協
議
の
中
で
安
全
性
等
が
確
認
さ
れ
、

国
が
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
基
地
被

害
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

問
新
た
な
基
地
機
能
の
強
化
、
基
地

負
担
の
増
加
に
つ
な
が
る
建
物
で
も
、

安
全
な
ら
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

町
長 

安
全
な
ら
構
わ
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
私
は
こ
の
施
設
を
容

認
し
た
と
は
言
っ
て
な
い
。
だ
か

ら
、
安
全
な
運
用
を
確
実
に
や
っ
て

も
ら
う
と
。
万
が
一
に
も
被
害
や
ト

ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し
な
い
よ
う
求
め

て
い
る
。
万
全
な
対
策
を
講
じ
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
基
地
被
害
防
止

に
つ
な
が
る
。

問
米
軍
の
確
実
な
安
全
運
用
に
つ
い

て
、
町
長
は
確
信
を
お
持
ち
か
。

町
長 

我
々
の
要
請
に
基
づ
き
大
臣
ま

で
御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
日
米
協
議

を
し
た
結
果
で
あ
る
。
確
実
に
守
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
守
っ

て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
協
議
の
内
容
に
つ
い
て
、
町
は
文

書
や
議
事
録
等
を
持
っ
て
い
る
か
。

町
長 

日
米
協
議
の
内
容
の
議
事
録
は

当
然
我
々
の
と
こ
ろ
に
は
来
て
な

い
。
た
だ
、
そ
の
結
果
は
４
月
28
日

に
外
務
、
防
衛
の
職
員
か
ら
説
明
が

あ
り
説
明
資
料
等
は
あ
る
。

問
米
軍
が
協
議
結
果
を
守
っ
て
い
る

か
ど
う
か
の
確
認
作
業
、
検
証
作
業

は
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

町
長 

検
証
作
業
に
つ
い
て
は
十
分
な

確
認
は
し
て
な
い
が
協
議
内
容
を
見

て
、
安
全
対
策
を
十
分
米
軍
側
も
講

じ
る
と
申
し
て
お
り
、
日
本
政
府
と

し
て
確
認
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
そ
う
い
う
期
待
を
ま
た

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

問
安
全
性
が
守
ら
れ
な
い
こ
と
が
明

白
に
な
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長 

日
米
協
議
の
中
で
安
全
性
は
確

保
し
ま
す
と
言
っ
て
い
る
。
当
然
守

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
守
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
県
知
事
等
へ
説
明
し
た
よ
う
に
、

住
民
説
明
会
を
開
催
し
町
民
へ
説
明

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

町
長 

関
係
者
へ
の
説
明
、
マ
ス
コ
ミ

報
道
、
広
報
へ
の
掲
載
等
で
十
分
な

説
明
は
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
聞
き

た
い
方
も
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
今

後
の
行
政
懇
談
会
で
、
質
問
、
意
見

等
が
あ
れ
ば
答
え
る
。

福地 義広
詳しくは動画をCheck→
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次
の
ペ
ー
ジ
も

町
に
考
え
を
聞
く
‼
　
一
般
質
問

當
山
均
・
新
垣
貴
人

町
民
の
健
康
管
理
を
問
う

問
日
本
透
析
医
学
会
の
調
査
報
告
に

よ
る
と
我
が
国
の
慢
性
透
析
患
者
数

は
約
35
万
人
と
の
こ
と
だ
が
、
本
町

の
人
工
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
患

者
の
現
状
と
予
防
を
伺
う
。

町
民
保
険
課
長 

人
工
透
析
療
法
は
末

期
腎
不
全
治
療
手
段
の
一
つ
。
腎
不

全
の
主
な
原
因
疾
患
と
し
て
糖
尿
病

成
人
症
、
慢
性
糸
球
体
腎
炎
、
腎
硬

化
症
が
あ
り
、
特
に
糖
尿
病
成
人

症
、
腎
硬
化
症
な
ど
、
生
活
習
慣
病

が
関
与
し
て
の
透
析
は
全
体
の
60
％

を
占
め
て
い
る
。
適
切
な
治
療
の

下
、
血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
と
と
も
に
、
肥
満
の
解
消
、
高
血

圧
や
脂
質
異
常
症
な
ど
、
そ
の
他
の

生
活
習
慣
病
の
管
理
が
重
要
。

問
町
の
人
工
透
析
者
数
は
。

町
民
保
険
課
長 

６
月
末
49
人
。　

問
一
人
１
ヵ
月
の
国
保
負
担
額
は
。

町
民
保
険
課
長 

国
保
加
入
者
22
人
分

で
、
一
人
当
た
り
38
万
円
で
、
国
保

負
担
額
は
８
２
０
万
円
。

問
透
析
療
法
と
は
。

町
民
保
険
課
長 

腎
不
全
に
よ
っ
て
体

内
に
蓄
積
し
た
老
廃
物
を
体
外
の
機

器
や
腹
膜
を
使
っ
て
血
液
を
浄
化
す

る
方
法
の
総
称
。
腎
臓
の
働
き
が
元

通
り
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
長

く
続
け
る
に
は
医
師
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
食
事
や
生
活
に
注
意
し
、

正
し
く
生
活
を
管
理
す
る
。

問
集
団
検
診
の
受
診
者
数
と
健
康
指

導
の
対
象
者
数
は
。

町
民
保
険
課
長 

集
団
検
診
の
受
診
者

数
は
８
５
９
人
、
重
症
化
予
防
の
対

象
者
は
１
８
７
人
。

「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を
問
う

問
誰
も
が
気
軽
に
、
安
心
し
て
外
出

で
き
る
よ
う
に
「
だ
れ
で
も
ト
イ

レ
」
は
設
置
す
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
必
要
と
し
て
い
る
人
に
使
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
だ
れ
で

も
ト
イ
レ
と
は
。

総
務
課
長 

ス
ペ
ー
ス
が
広
く
、
手
す

り
や
オ
ス
ト
メ
イ
ト
に
対
応
し
た
多

機
能
ト
イ
レ
で
、
車
椅
子
利
用
者
、

高
齢
者
、
妊
娠
中
、
子
ど
も
連
れ
、

性
的
少
数
者
等
様
々
な
方
の
利
用
が

可
能
な
男
女
共
同
ト
イ
レ
。

問
設
置
の
目
的
。

総
務
課
長 

身
体
の
性
に
違
和
感
の
あ

る
人
に
と
っ
て
男
女
別
の
ト
イ
レ
の

利
用
し
に
く
さ
が
困
り
、
性
別
に
関

係
な
く
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
多

機
能
多
目
的
ト
イ
レ
に
「
だ
れ
で
も

ト
イ
レ
」
と
表
示
す
る
こ
と
で
そ
れ

ら
の
方
々
も
利
用
し
や
す
く
す
る
。

問
町
内
の
設
置
施
設
は
。

総
務
課
長 

18
施
設
、
34
か
所
に
だ
れ

で
も
ト
イ
レ
設
置
。

台
風
６
号
の
被
害
状
況
と
対
策
を

問
う

問
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・（
特
別
警
報
）

と
は
、
ま
た
、
気
象
庁
発
信
の
メ
ー

ル
と
は
。

総
務
課
長 

気
象
庁
が
配
信
す
る
速
報

及
び
警
報
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
配

信
す
る
災
害
避
難
情
報
を
特
定
エ
リ
ア

の
携
帯
電
話
に
携
帯
キ
ャ
リ
ア
ご
と
に

一
斉
に
電
子
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
。

問
エ
リ
ア
に
い
る
観
光
客
に
も
届
く

の
か
。　

総
務
課
長 

キ
ャ
リ
ア
ご
と
地
域
に
い

る
と
き
は
鳴
る
。

問
罹
災
証
明
書
の
発
行
件
数
と
救
済

処
置
は
。

総
務
課
長 

今
回
５
件
の
申
請
。
嘉
手

納
町
災
害
見
舞
金
等
支
給
規
則
に
合

致
す
れ
ば
支
給
さ
れ
る
。
国
民
保
険

の
減
免
等
。
住
家
、
家
屋
に
該
当
。 だれでもトイレ

詳しくは動画をCheck→

志喜屋 孝也
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町
内
飲
食
社
交
業
界
の
活
性
化 

の
た
め
に
も
、
町
内
タ
ク
シ
ー
夜

勤
乗
務
員
確
保
に
向
け
支
援
を

　
コ
ロ
ナ
禍
は
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る

が
、
町
内
の
飲
食
社
交
業
の
経
営
者

等
か
ら
「
お
客
さ
ん
の
中
に
は
タ
ク

シ
ー
が
捕
ま
え
づ
ら
い
た
め
来
店
を

控
え
る
。
タ
ク
シ
ー
を
捕
ま
え
や
す

い
時
間
帯
に
早
々
に
切
り
上
げ
る
。

帰
宅
で
き
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
二

次
会
へ
の
参
加
を
躊
躇
す
る
お
客

さ
ん
も
多
く
、
経
営
に
大
き
な
支
障

を
来
し
て
い
る
」
と
の
声
を
耳
に
す

る
。

　
町
内
に
あ
る
タ
ク
シ
ー
会
社
は
本

町
の
主
た
る
地
域
公
共
交
通
で
あ

り
、
町
民
の
足
と
し
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
タ
ク

シ
ー
会
社
夜
勤
乗
務
員
の
人
手
不
足

は
、
町
民
の
日
常
生
活
、
飲
食
社
交

業
界
を
は
じ
め
他
業
種
に
大
き
な
支

障
を
来
し
兼
ね
な
い
。

問
町
内
タ
ク
シ
ー
会
社
の
夜
勤
乗
務

員
に
対
し
、
一
定
期
間
、
基
本
給
に

一
定
額
を
補
助
す
る
制
度
を
検
討
で

き
な
い
か
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

企
画
財
政
課
長 

提
案
内
容
に
つ
い
て

も
夜
間
乗
務
員
の
確
保
の
観
点
か
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

屋
良
東
部
地
区
内
の
未
利
用
地
を

対
象
に
住
宅
用
地
に
向
け
た
開
発

整
備
計
画
の
策
定
を

問
屋
良
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
の

東
側
及
び
町
民
の
家
南
側
に
広
が
る

未
利
用
地
を
含
む
「
屋
良
東
部
地
区

内
の
ま
と
ま
っ
た
未
利
用
地
」
を
対

象
に
、
道
路
基
盤
整
備
と
一
体
と

な
っ
た
住
宅
用
地
に
向
け
た
開
発
整

備
計
画
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
を
提

案
す
る
。

企
画
財
政
課
長 

人
口
減
少
問
題
の
観

点
か
ら
も
住
環
境
整
備
は
必
要
。
民

間
主
導
、
行
政
主
導
及
び
官
民
連
携

の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
解
決
策

が
あ
る
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
町
民
の
家
南
側
に
広
が
る

未
利
用
地
に
関
し
て
は
町
有
地
で
あ

り
、
高
低
差
は
あ
る
も
の
の
様
々
な

用
途
に
利
用
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
住
環
境
整
備
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
ま
た
環
境
衛
生
の
観
点
か

ら
最
も
利
用
価
値
の
高
い
利
活
用
方

法
を
検
討
し
た
い
。

全
て
の
嘉
手
納
関
係
戦
没
者
を

　
　
刻
銘
し
た
記
念
碑
の
建
立
を

　
今
年
78
年
目
の
終
戦
の
日
を
迎
え

た
。

　
戦
争
の
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
次
の
提

案
を
行
う
。

問
旧
字
別
の
戦
没
者
人
数
は
把
握
し

て
い
る
か
。
ま
た
、「
平
和
の
礎
」

に
刻
銘
さ
れ
て
い
る
人
数
と
一
致
し

て
い
る
か
。

中
央
公
民
館
長 

町
史
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
戦
没
者
は
旧
字
別
に
野
国
60

名
、
千
原
48
名
、
兼
久
87
名
、
野
里

２
２
１
名
、
国
直
１
４
３
名
、
屋
良

１
３
７
名
、
久
得
１
１
６
名
、
伊
金

堂
28
名
、
東
88
名
、
嘉
手
納
69
名
、

嘉
前
35
名
、
大
通
り
78
名
、
水
釜
51

名
の
合
計
１
１
６
１
名
。

　
令
和
５
年
度
現
在
、「
平
和
の
礎
」

に
は
１
４
４
７
名
が
刻
銘
さ
れ
て
お

り
、
本
町
が
把
握
し
て
い
る
戦
没
者

と
２
８
６
名
の
差
が
生
じ
て
い
る
。

問
野
國
總
管
宮
の
一
角
に
全
て
の

「
嘉
手
納
関
係
戦
没
者
」
の
氏
名
を

旧
字
別
、
五
十
音
順
に
刻
銘
し
た
刻

名
板
と
記
念
碑
建
立
を
提
案
す
る
。

な
お
、
南
風
原
町
で
も
数
年
前
に
す

べ
て
の
南
風
原
関
係
戦
没
者
を
刻
銘

し
た
刻
銘
版
と
慰
霊
祈
和
（
き
わ
）

之
塔
を
建
立
し
た
。
刻
銘
し
た
戦
没

者
名
簿
は
県
か
ら
デ
ー
タ
で
提
供
し

て
頂
い
た
と
の
こ
と
。
こ
の
こ
と
も

参
考
に
見
解
を
伺
い
た
い
。

中
央
公
民
館
長 

名
簿
の
作
成
が
困
難

な
状
況
の
中
、
記
念
碑
の
建
立
も
大

変
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
戦
没
者
氏
名
や

人
数
に
つ
い
て
は
調
査
・
把
握
し
、

「
か
で
な
未
来
館
」
で
の
展
示
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

近年、建立した南風原町慰霊祈和之塔・刻銘版

當山 均
詳しくは動画をCheck→
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次
の
ペ
ー
ジ
も

町
に
考
え
を
聞
く
‼
　
一
般
質
問

嵩
原
妙
子
・
奥
間
常
明

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
を

導
入
し
問
題
の
未
然
防
止
を
図
れ

　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
大
ま
か
な

共
通
認
識
と
し
て
、
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
の
た
め
に
学
校
や
教
育
委
員

会
に
対
し
て
、
法
的
側
面
を
踏
ま
え

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
問
題
の
未

然
防
止
、
早
期
解
決
を
図
る
手
伝
い

を
す
る
立
場
で
あ
り
、
例
え
ば
不
登

校
に
関
す
る
相
談
や
保
護
者
か
ら
の

過
度
な
要
求
へ
の
対
応
、
い
じ
め
の

被
害
者
、
保
護
者
か
ら
の
訴
え
な
ど

へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。
外
部
の

専
門
家
・
専
門
機
関
と
の
連
携
な

ど
、
学
校
・
教
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
が
必
要
と
さ
れ
る
。
学
校
と
保

護
者
と
の
適
切
な
関
係
調
整
、
子
ど

も
同
士
の
い
じ
め
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
紛
争
解
決
の
専
門
家
で
あ
る

弁
護
士
の
必
要
性
が
特
に
高
ま
っ
て

い
る
。
学
校
現
場
で
発
生
す
る
様
々

な
問
題
は
ト
ラ
ブ
ル
が
予
測
さ
れ
る

段
階
か
ら
学
校
の
相
談
相
手
と
し
て

の
立
場
で
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の

観
点
か
ら
、
教
育
や
福
祉
、
子
ど
も

の
権
利
等
の
視
点
を
取
り
入
れ
継
続

的
に
助
言
す
る
事
で
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
が
期
待
さ
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
令
和
２
年
度

か
ら
弁
護
士
等
（
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
）
へ
の
法
務
相
談
経
費
に
つ
い

て
、
普
通
交
付
税
措
置
を
実
施
。
そ

の
予
算
を
活
用
し
、
本
町
へ
導
入
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
教
員
と
専
門

家
が
的
確
な
役
割
分
担
の
も
と
で
互

い
の
専
門
性
を
尊
重
し
、
情
報
を
共

有
し
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
「
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
」
を
目
指
す
体

制
が
強
化
さ
れ
る
。

問
教
育
現
場
に
お
け
る
法
務
相
談
の

現
状
と
対
応
は
。

教
育
指
導
課
主
幹 

町
と
関
係
す
る
弁

護
士
へ
法
律
相
談
を
で
き
る
体
制
は

整
え
て
い
る
。

問
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
の
導
入

を
提
案
す
る
が
見
解
は
。

教
育
指
導
課
主
幹 

学
校
の
規
模
を
考

慮
し
て
現
段
階
で
は
町
と
関
係
す
る

弁
護
士
で
充
分
、
対
応
で
き
る
と
考

え
て
い
る
が
今
後
、
学
校
の
多
様

化
、
複
雑
化
を
考
え
た
場
合
に
は
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
施
設
の
冷
水
器
の
状
況
は

　
連
日
連
夜
、
残
暑
が
続
き
全
国
的

に
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
て

お
り
、
熱
中
症
対
策
へ
の
警
鐘
が
促

さ
れ
て
い
る
。
環
境
省
は
、
の
ど
が

渇
く
前
に
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る

な
ど
、
普
段
以
上
の
熱
中
症
予
防
を

推
奨
し
て
い
る
。
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
気
軽
に
水
分
補
給
が
で

き
る
環
境
が
必
要
だ
。

問
コ
ロ
ナ
渦
で
使
用
で
き
な
い
期
間

が
あ
っ
た
。
維
持
管
理
状
況
は
。

総
務
課
長 

町
内
施
設
に
42
台
が
設
置

さ
れ
、
33
台
が
稼
働
し
７
台
が
使
用

停
止
中
。
水
質
は
定
期
的
に
検
査
し

当
然
、
問
題
は
な
い
。

問
熱
中
症
対
策
の
た
め
、
水
分
補
給

は
必
要
だ
。
冷
水
器
の
再
稼
働
は
。

総
務
課
長 

使
用
休
止
中
の
７
台
は
９

月
か
ら
再
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
化
の
進
捗
状
況
は

　
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
自
治
体
行

政
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
行
政
手
続

き
が
可
能
と
な
る
。
必
要
な
と
き
に

い
つ
で
も
気
軽
に
行
政
手
続
が
で
き

れ
ば
町
民
の
利
便
性
は
向
上
す
る
。

各
種
行
政
手
続
で
手
書
き
の
書
類
が

省
略
さ
れ
、
職
員
の
事
務
の
効
率
化

と
簡
素
化
、
環
境
面
で
も
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
つ
な
が
る
。

問
本
町
の
Ａ
Ｉ
活
用
状
況
は
。

情
報
政
策
課
長 

会
議
録
作
成
シ
ス
テ

ム
と
文
書
生
成
Ａ
Ｉ
の
二
つ
を
活
用

し
て
い
る
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
進
捗
は
。

情
報
政
策
課
長 

子
育
て
及
び
介
護
関

係
で
、
26
の
手
続
き
が
９
月
中
に
公

開
予
定
。

スクールロイヤー制度の事業概要
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町
営
団
地
の
災
害
対
策

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
問
う

問
去
る
台
風
６
号
は
各
地
域
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
町
営
水
釜

高
層
住
宅
に
お
い
て
は
３
日
間
停
電

と
断
水
を
引
き
起
こ
し
、
住
民
は
生

活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
電
気
と

水
の
な
い
不
便
な
生
活
を
３
日
間
も

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
今
後
こ
の
よ
う

な
状
態
を
回
避
す
る
た
め
、
自
家
発

電
装
置
を
設
置
で
き
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長 

水
釜
高
層
住
宅
は
、

令
和
４
年
度
に
お
い
て
共
用
部
給
排

水
管
更
新
の
際
、
１
階
集
会
所
及
び

共
用
ト
イ
レ
の
給
水
を
受
水
給
水
方

式
か
ら
直
結
給
水
方
式
へ
変
更
し
て

い
る
。
停
電
対
策
に
つ
い
て
は
発
電

機
な
ど
の
設
置
が
考
え
ら
れ
る
が
、

既
存
設
備
と
の
互
換
性
を
確
認
し
た

上
で
購
入
、
リ
ー
ス
、
設
置
場
所
の

検
討
、
方
法
及
び
設
置
の
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
様
々
な
方
法
を
模
索
し
、
効

果
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

町
内
の
公
共
施
設
等
の

　
和
式
ト
イ
レ
に
つ
い
て
問
う

問
文
部
科
学
省
は
２
０
２
５
年
ま
で

の
目
標
と
し
て
、
洋
式
便
器
95
％
を

目
指
し
て
い
こ
う
と
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。
学
校
の
和
式
ト
イ
レ
を
現
時

点
で
全
て
洋
式
に
す
る
計
画
は
あ
る

か
。

教
育
総
務
課
長 

本
町
教
育
委
員
会
は
、

便
器
の
洋
式
化
に
関
す
る
具
体
的
な

工
事
予
定
は
な
い
が
、
衛
生
面
や
災

害
時
の
ト
イ
レ
利
用
に
お
け
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
考
慮
す
る
と
、
洋
式
便

器
化
は
必
要
な
こ
と
と
理
解
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
災

害
時
に
は
学
校
が
避
難
所
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
際
に
は

洋
式
便
器
の
ほ
う
が
快
適
に
利
用
で

き
る
と
考
え
る
。
今
後
は
財
政
状
況

や
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
極
め
な

が
ら
、
段
階
的
に
洋
式
便
器
化
を
進

め
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
問
う

問
今
回
で
４
回
目
の
質
問
と
な
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
教
育
長

の
見
解
を
伺
う
。

教
育
長 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
ケ
ア
す

る
、
あ
る
い
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
教
育
行
政
や
福
祉
行
政
は
何
が

で
き
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
次
の
４
点
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
１
点
目

は
、
児
童
生
徒
や
関
係
機
関
に
対
し

て
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
概
念
の
認

識
を
高
め
る
た
め
に
周
知
活
動
を

行
っ
て
い
く
。
２
点
目
は
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
を
行
う
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
に
つ
い
て
は

学
校
か
ら
の
情
報
で
把
握
し
て
い
る

部
分
は
あ
る
が
、
潜
在
的
な
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
が
さ
ら
に
い
る
の
で
は
な

い
か
と
想
定
し
、
児
童
生
徒
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
実
数
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。
３

点
目
は
、
教
育
委
員
会
、
子
ど
も
家

庭
課
、
福
祉
課
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
要
に
し
て

支
援
方
針
を
策
定
し
、
行
動
連
携
を

図
っ
て
い
く
。
４
点
目
は
、
教
職
員

を
対
象
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
係
る

研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
専
門

家
か
ら
の
助
言
を
い
た
だ
く
機
会
を

つ
く
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
ケ
ア

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

障
が
い
を
持
つ
方
の

　
　
社
会
参
加
に
つ
い
て
問
う

問
障
が
い
の
あ
る
方
の
積
極
的
な
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
問
う
。
町

の
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
総
数
は

９
０
２
人
と
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
応
用
し
た
障
害
者
手
帳
「
ミ
ラ
イ

ロ
Ｉ
Ｄ
」
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見

せ
る
だ
け
で
割
引
が
受
け
ら
れ
る
画

期
的
な
ア
プ
リ
で
あ
る
。
障
害
者
手

帳
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に
管

理
し
、
手
帳
提
示
の
心
理
的
な
抵
抗

を
軽
減
で
き
る
と
い
う
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の

導
入
に
向
け
て
検
討
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長 

ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
関
係
部
署
と
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
町
内
の
有
料
公
共
施
設

を
利
用
す
る
際
に
、
障
害
者
手
帳
の

代
わ
り
に
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
を
提
示
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
免
除
制
度
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
は

可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
、

関
係
部
署
と
協
議
し
て
い
く
。ミライロIDの目印の

ロゴマーク

詳しくは動画をCheck→
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次
の
ペ
ー
ジ
も

町
に
考
え
を
聞
く
‼
　
一
般
質
問

宇
榮
原
京
一
・
田
崎
博
美

台
風
６
号
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

問
①
家
屋
・
塀
・
車
両
等
及
び
平
山

地
区
農
業
施
設
。
②
道
路
の
冠
水
・

損
壊
。
③
土
砂
災
害
④
各
区
毎
の
停

電
。
⑤
特
に
西
浜
区
の
水
釜
６
丁
目

一
帯
、
３
６
４
、３
７
２
、３
７
３
番

地
、
３
７
９
番
地
等
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
台
風
時
に
は
頻
繁
に
停
電
す

る
。
住
民
生
活
の
支
障
と
、
企
業
経

営
に
大
き
な
損
失
を
与
え
て
い
る
。

原
因
に
つ
い
て
電
力
会
社
と
協
議
は

行
な
っ
た
か
。
⑥
公
共
施
設
、
文
教

施
設
等
の
非
常
電
源
は
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

非
常
発
電
機
設
置
を
提
案
す
る
が
。

⑦
避
難
状
況
は
。 

⑧
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
倒
壊
・
破
損
は
。 

⑨
護
岸
沿
い

の
被
害
状
況
は
。
兼
久
海
浜
公
園
一

帯
は
竜
巻
の
よ
う
な
突
風
が
発
生

し
、
付
近
住
民
は
、
常
に
不
安
に
苛

ま
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
防
災
強
靭
化

対
策
は
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
。
台
風

被
害
の
、
災
害
復
旧
費
（
町
予
算
）

見
込
み
額
は
。

総
務
課
長 

①
②
③
住
宅
家
屋
に
関

し
て
罹
災
証
明
に
係
る
相
談
計
８

件
。
農
業
施
設
黙
認
耕
作
地
道
路
の

一
部
崩
壊
。
町
道
埋
立
１
号
線
旧

日
本
ペ
イ
ン
ト
付
近
越
波
に
よ
り

一
時
冠
水
。
道
路
損
壊
の
報
告
な

し
。
④
行
政
区
ご
と
は
把
握
で
き
な

い
。
８
月
１
日
町
内
ほ
ぼ
全
域
で
最

大
１
３
５
０
戸
。
３
日
午
前
ま
で

１
３
０
０
戸
。
４
日
午
前
ま
で
屋
良

地
区
を
除
く
１
０
３
０
戸
。
４
日
午

後
に
は
一
旦
解
消
。
５
日
午
前
ふ
た

た
び
西
浜
区
で
最
大
８
７
０
戸
が
停

電
、
６
日
午
前
ま
で
続
い
た
。
⑤
沖

縄
電
力
か
ら
は
強
風
や
大
雨
等
の
通

常
と
異
な
る
気
象
環
境
に
よ
る
も
の

で
、
特
定
の
原
因
を
対
象
と
し
た
対

策
を
取
り
得
る
も
の
で
は
な
い
と
の

回
答
。
⑥
自
家
発
電
機
能
を
備
え
た

施
設
は
、
役
場
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

ロ
ー
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
。
さ
ん
さ
ん
保
育

所
、
水
釜
第
二
町
営
住
宅
、
整
備
予

定
。
各
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、
今
後
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
非
常
発
電
機
の

導
入
を
検
討
中
。
⑦
役
場
庁
舎
・
西

浜
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
８

月
１
日
か
ら
３
日
、
及
び
４
日
か
ら

６
日
の
間
２
回
開
設
。
役
場
庁
舎
11

世
帯
20
名
、
西
浜
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
３
世
帯
３
人
。

都
市
建
設
課
長 

⑧
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

倒
壊
、
破
損
数
24
件
。
毎
年
度
11
月

に
老
朽
具
合
を
目
視
調
査
を
行
な
っ

て
い
る
が
、
今
回
の
事
例
を
踏
ま
え

て
、
最
新
の
注
意
を
払
い
確
認
し
て

い
く
。
⑨
県
が
護
岸
強
靭
化
事
業
を

行
な
っ
て
い
る
。
県
に
早
急
に
護
岸

の
強
靭
化
を
進
め
る
よ
う
に
要
請

中
。
住
宅
地
に
接
し
て
い
る
箇
所
か

ら
順
次
行
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に

被
害
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
強
靭
化
を
早
急
に
対
応
す
る

よ
う
要
請

し
て
い
く
。

町
全
域
被

害
の
災
害

復
旧
費（
町

予
算
）
は
、

約
１
千
万

円
と
見
込

ん
で
い
る
。

基
地
か
ら
派
生
す
る
環
境
問
題
に　
　

つ
い
て

問
町
民
の
声
と
し
て
「
日
米
地
位
協

定
の
壁
が
厚
い
の
は
承
知
し
て
い
る

が
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
り
子
ど
も
た
ち
の
健
康
被
害
が

懸
念
さ
れ
る
。
嘉
手
納
町
も
将
来
の

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
環
境
汚

染
問
題
が
生
じ
た
場
合
を
想
定
し
て

立
入
り
権
を
確
立
す
る
要
求
を
日

本
政
府
に
働
き
か
け
る
立
場
に
あ

る
！
」
し
か
る
に
、
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
問
題
も
含
め
て
要
請
活
動
は
理

解
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
い

ま
だ
進
展
が
み
ら
れ
な
い
。
嘉
手
納

町
は
独
自
に
「
嘉
手
納
基
地
に
関
す

る
使
用
協
定
の
締
結
」
を
求
め
て
き

た
が
、
今
後
の
展
望
は
。

町
長 

毎
年
度
、
本
省
に
要
請
し
て
い

る
が
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
見

通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

教
育
行
政
を
問
う

問
教
育
長
の
所
信
表
明
で
、「
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
5.0
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。」
と
あ
っ
た
が
、
改
め
て
伺
う
。

教
育
長 

教
育
理
念
「
い
い
学
校
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」
の
も
と
に
、
４

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
、

w
ell-being

と
言
葉
に
し
て
価
値

づ
け
る
ボ
イ
ス
シ
ャ
ワ
ー
の
実
践
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
待
遇
改
善

を
。

教
育
指
導
課
主
幹 

待
遇
や
給
与
の
見

直
し
を
行
い
、
人
材
確
保
、
安
定
雇

用
に
繋
げ
た
い
。

台風接近中に突風が頻繁に
発生する一帯

詳しくは動画をCheck→
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ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
令
和
元
年
度
〜

令
和
４
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
入
歳

出
の
内
訳
と
決
算
は
。

企
画
財
政
課
長 

問
こ
れ
ま
で
の
実
績
の
成
果
と
し
て
。

企
画
財
政
課
長 

様
々
な
事
業
の
資
金

源
と
な
り
ま
た
、
町
の
特
産
品
や
観

光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
や
地
域
雇

用
、産
業
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
た
。

問
令
和
元
年
度
〜
令
和
４
年
度
の
そ

れ
ぞ
れ
、
町
民
の
方
が
他
の
自
治
体

へ
寄
附
さ
れ
た
額
と
件
数
、
ま
た
本

町
で
受
け
た
住
民
税
の
控
除
額
は
。

副
町
長 

問
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
な
い
理
由
は
。

企
画
財
政
課
長 
令
和
２
年
度
４
年
度

に
そ
れ
ぞ
れ
１
件
の
実
績
が
あ
る
。

問
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く

と
考
え
る
か
。

企
画
財
政
課
長 

今
後
と
も
推
進
す
べ

き
で
あ
る
。

問
寄
附
額
増
加
に
向
け
て
の
対
策
は
。

企
画
財
政
課
長 

調
査
研
究
を
行
う
。

米
軍
区
域
の
共
同
使
用
に
つ
い
て

問
町
が
日
米
地
位
協
定
に
よ
り
米
軍

区
域
を
共
同
で
使
用
す
る
施
設
が
あ

る
が
、
場
所
、
面
積
、
使
用
目
的
、

年
間
使
用
料
金
は
。

問
使
用
期
限
と
使
用
条
件
が
あ
る
か
。

総
務
課
長 

５
年
ご
と
に
使
用
期
間
が

更
新
さ
れ
て
い
る
。

問
そ
の
他
共
同
使
用
可
能
な
場
所
も

し
く
は
検
討
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長 

他
の
場
所
の
検
討
な
し
。

問
使
用
料
金
が
、
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
る
が
そ
の
理
由
と
支
払
額
は
費
用

対
効
果
か
ら
す
る
と
妥
当
な
金
額
か
。

総
務
課
長 

軍
用
地
料
に
基
づ
き
算
定

さ
れ
る
も
の
。
ま
た
、
費
用
対
効
果

の
面
で
も
特
に
問
題
は
な
い
。

久
得
平
山
圃
場
の
使
用
状
況
は

問
使
用
契
約
の
内
容
は
。

産
業
環
境
課
長 

令
和
３
年
４
月
１
日

〜
令
和
６
年
３
月
31
日
迄
の

３
年
間
の
土
地
賃
貸
借
契
約

で
あ
る
。
自
ら
耕
作
し
農
業

用
地
と
す
る
。賃
貸
借
料
は
、

月
額
を
１
㎡
単
価
１
円
。
賃

借
料
の
改
定
、
使
用
上
の
制

限
、
権
利
譲
渡
の
禁
止
、
保

全
義
務
な
ど
の
内
容
で
あ

る
。

問
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
み

ら
れ
る
休
耕
地
は
あ
る
か
。

産
業
環
境
課
長 

４
区
画
確
認

し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
区

画
で
人
の
背
丈
以
上
に
伸
び

た
雑
草
、
雑
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る

区
画
も
あ
る
が
、
耕
作
地
で
あ
る
と

主
張
す
る
方
も
い
る
。

問
現
在
の
空
き
区
画
数
は
。

産
業
環
境
課
長 

空
き
区
画
は
な
い
。

問
使
用
料
金
の
未
納
者
数
と
金
額
は
。

産
業
環
境
課 

未
納
者
は
無
し
。

問
利
用
の
取
り
消
し
は
。

産
業
環
境
課
長 

１
年
以
上
農
作
物
の

植
付
け
が
な
い
。
賃
貸
借
料
の
３
か

月
以
上
の

延
滞
、
そ

の
他
の
使

用
条
件
が

守
ら
れ
な

か
っ
た

時
。 令和４年度　共同使用一覧表

令和元年～４年度迄の町民が他自治体
へふるさと納税を行った額と件数、住
民税控除額

令和元年～４年度迄の
ふるさと納税歳入歳出決算

元年度 ２年度 ３年度 ４年度

件　数 16,202 14,377 11,389 10,132

歳　入 210,016,000 174,025,000 126,365,000 114,572,000

歳　出 102,443,512 150,518,159 85,841,089 74,634,943

差引額 107,572,488 23,506,841 40,523,911 39,937,057

経費
割合 48.8% 86.5% 67.9% 65.1%

元年度 ２年度 ３年度 ４年度

寄付金額 14,858,500 12,449,000 15,808,001 26,306,001

人　　数 126 144 219 336

控
除
額

町民税 6,421,764 5,170,544 7,016,268 11,002,826

県民税 4,282,188 3,447,952 4,680,213 7,339,118

町県民税
合　　計 10,703,952 8,618,496 11,696,481 18,341,944

休耕地とみられる区画
がいくつかある

詳しくは動画をCheck→

宇榮原 京一
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空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
高
齢
化
が
進
み
、
増
々
空
き
家
が

ふ
え
る
と
の
推
測
が
で
き
る
わ
け
で

現
状
を
把
握
し
た
う
え
で
今
か
ら
危

機
感
を
持
っ
て
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。
町
と
し
て
横
の
連
携
を
図
る
と

い
う
意
味
か
ら
も
早
急
に
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
効
率
良
い
運

営
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問
空
き
家
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
が
２
０
１
５
年
５
月
完
全

施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
策
定

運
営
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら

空
き
家
等
に
関
す
る
対
策
の
実
施
に

関
し
必
要
な
事
項
を
そ
ろ
え
る
対
策

計
画
を
策
定
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
な
っ
て
い
る
。
空
き
家
等
の

対
策
計
画
の
公
表
等
が
基
本
的
な
方

針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
状

と
し
て
計
画
策
定
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
理
解
し
て
い
る
が
、
策
定
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

改
定
作
業
中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
整
合
連
携
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
計
画
策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
平
成
27
年
時
点
の
空
き
家
の
実
態

結
果
、
89
件
を
確
認
し
て
い
る
が
、

直
近
の
再
生
利
用
件
数
、
自
主
的
除

去
件
数
、
一
部
補
助
金
で
除
去
し
た

件
数
、
平
成
27
年
度
以
降
の
新
規
空

き
家
の
件
数
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
課
長 

平
成
27
年
度
調
査
の

件
数
は
、
空
き
家
が
82
件
、
空
き
店

舗
が
７
件
で
合
計
89
件
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
改
定
業
務
の
中
で
空
き
家
が

１
０
８
件
、
空
き
店
舗
が
22
件
で
合

計
１
３
０
件
。
リ
フ
ォ
ー
ム
再
生
利

用
件
数
は
０
件
、
自
主
的
除
去
件
数

は
今
回
調
査
し
た
結
果
15
件
。
今
回

確
認
し
た
空
き
家
件
数
１
３
０
件
の

う
ち
、
新
規
に
増
え
た
空
き
家
数
は

97
件
と
な
っ
て
い
る
。

問
法
定
外
道
路(

通
路)

し
か
な
い

無
接
道
敷
地
内
に
建
物
が
現
在
存
在

す
る
の
か
。
ま
た
何
軒
あ
る
の
か
。

直
近
の
対
象
空
き
家
の
件
数
に
つ
い

て
。

都
市
建
設
課
長 

令
和
３
年
度
の
調
査

結
果
で
は
、
道
路
に
接
道
し
て
い
な

い
空
き
家
に
つ
い
て
は
30
件
確
認
し

て
い
る
。

問
空
き
家
増
加
抑
制
へ
課
税
強
化
す

る
特
別
措
置
法
が
成
立
し
た
が
、
そ

の
内
容
説
明
と
運
用
に
つ
い
て
伺

う
。

都
市
建
設
課
長 

令
和
５
年
６
月
14
日

公
布
の
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
る
と
、
周
囲
に
著
し
い

悪
影
響
を
与
え
る
空
家
化
を
未
然
に

防
ぐ
対
策
と
し
て
、
放
置
す
れ
ば
特

定
空
き
家
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
空
き

家
（
管
理
不
全
空
家
）
に
対
し
、
管

理
指
針
に
即
し
た
措
置
を
市
町
村
長

か
ら
指
導
、
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
法
改
正
が
行
わ
れ
て
い

る
。
勧
告
を
受
け
た
管
理
不
全
空
き

家
は
、
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
特

例
、
６
分
の
１
な
ど
に
減
額
す
る
特

例
で
あ
る
が
、
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。1.3ｍ以内の狭隘な道

空き家

田崎 博美
詳しくは動画をCheck→
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嘉手納町議会だより

基地被害に関する苦情は電話及びLINEで受け付けています。

（通話料無料。音声ガイドにて24時間対応）

LINE 嘉手納町公式
LINEアカウント 基地被害苦情　　　番基地被害苦情　　　番

電話 0800-200-46650800-200-4665
110110

　
北
谷
町
ニ
ラ
イ
セ

ン
タ
ー
に
て
沖
縄
県

町
村
議
会
議
長
会
主

催
に
よ
る
研
修
会
が

行
わ
れ
た
。
一
部
は

国
民
保
護
に
つ
い
て

（
避
難
実
施
要
領
の
策
定
）
山
里
永
悟

沖
縄
県
知
事
公
室
防
災
危
機
管
理
課

長
に
よ
る
講
演
。
武
力
攻
撃
事
態
や

大
規
模
テ
ロ
な
ど
の
緊
急
対
処
事
態

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
非
常
事
態
だ

が
万
一
に
備
え
、
国
民
保
護
措
置
の

対
処
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
学
ん
だ
。

　
嘉
手
納
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
定
例
会
・
臨
時
会
の
会
期
日
程
や

一
般
質
問
通
告
書
、
意
見
書
・
決
議
等

を
掲
載
し
、情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携

帯
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
9
月
12
日
定
例
会
後
に
、
完
成
し

た
さ
ん
さ
ん
保
育
所
の
保
育
環
境
を

確
認
し
説
明
を
受
け
た
。

 議会情報を
チェック !

　
古
謝
弘
子
琉
球
舞
踊

研
究
所
は
本
年
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
琉

球
舞
踊
「
朱
日
（
あ
け

び
）
流
」
を
創
流
し
家

元
と
し
て
、
女
性
に
よ

る
組
踊
の
確
立
や
劇
性

豊
か
な
琉
舞
の
深
化
な

ど
先
進
的
な
取
り
組
み

を
展
開
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
沖
縄
県
文
化
功
労

賞
、
沖
縄
県
無
形
文
化

財
沖
縄
伝
統
舞
踊
保
持
者
、
国
指
定
重
要
文
化
財
琉
球
舞
踊
保
持
者
に

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
へ
の
教
育
で
は
、
嘉
手
納
外
語
塾
生
徒
た
ち
へ
伝
統
芸
能
を

伝
承
す
べ
く
、
長
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
古
謝
弘
子
琉
球
舞
踊
研
究
所
】
〇
九
八
ー
九
五
六
ー
八
二
四
〇

職人・人物
紹介 古謝　弘子 さん

【古謝弘子琉球舞踊研究所】

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

配
信
開
始
！

屋良小学校６年

山
やましろ

城　湊
そう

 さん

町
村
議
会
正
副
議
長
・

町
村
議
会
正
副
議
長
・

正
副
委
員
長
研
修
会

正
副
委
員
長
研
修
会

さ
ん
さ
ん
保
育
所

さ
ん
さ
ん
保
育
所

　
　
　
視
察
を
実
施

　
　
　
視
察
を
実
施

主
な
議
長
公
務
日
程

　
漢
字
は
細
く
、
大
き
く
書
く
事
を
意

識
し
て
書
き
ま
し
た
。
ひ
ら
が
な
は
太

く
、
小
さ
く
書
く
事
を
意
識
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
８
段
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
が
書

け
る
チ
ャ
ン
ス
を
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

令和５年
８月16日

8
月

15
日	
農
林
健
児
之
塔
慰
霊
祭

 
〃	
平
和
祈
願
祭

 

〃	
自
治
会
館
管
理
組
合
定
例
会

16
～
18
日

	

中
部
広
域
及
び
最
上
広
域

	

　
　
理
事
・
議
員
合
同
研
修

26
日	

岡
田
沖
縄
担
当
大
臣
	

　
　
道
の
駅
か
で
な
視
察

9
月
5
日	

最
上
広
域
少
年
少
女
交
流
団
歓
迎
交
流
会

20
日	

秋
の
交
通
安
全
運
動
出
発
式

22
日	

第
49
回
中
部
地
区
畜
産
共
進
会

30
日	

野
國
總
管
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

10
月
5
日	

中
部
地
区
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

10
日	

中
部
議
長
会
議
員
・
職
員
研
修
会

11
～
13
日

	

三
連
協
視
察
（
山
口
県
）

27
日	

比
謝
川
行
政
事
務
組
合
　
定
例
会

28
日	

嘉
手
納
町
合
同
敬
老
会（そ

の
外
12
件
）


